


































 博士論文 要約 
 






























































第 5章 結論 
 本博士論文では、キラル有機塩基触媒による酸性度の低いプロ求核剤を用いた不斉反応の開発を目指
し、キラル有機超強塩基触媒の開発や応用に取り組んだ。その結果、従来のキラル有機塩基触媒では脱
プロトン化の難しいジチアン化合物をプロ求核剤として用いたエナンチオ選択的付加反応の開発に成
功した。また、新たな分子設計に基づくキラル有機超強塩基触媒を用いることで、α-チオエステルをプ
ロ求核剤として用いた不斉付加反応の開発に成功した。本博士研究を通して、キラル有機超強塩基触媒
により不斉反応へ適用可能なプロ求核剤の拡充を達成し、そのような触媒の更なる有用性を示した。本
博士研究から得られた知見は、更なる高活性な触媒の開発や反応性の低い基質を用いた不斉反応の開拓
に繋がるものと考える。 
 
